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9. 反強磁性超伝導体の上部臨界磁場
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超伝導 (S)と反強磁性的磁気秩序 (A･F)の共存について主にHC2を中心に考察する｡

短い間期の磁気秩序はSを壊さないことが既に指摘されているが,我々は特にA･Fが

分子場としてSにどう効果を及ぼすかということに注目する｡ その理由は稀土類Chevrel

硫化物のSとA･Fとの共存でHC2がTNより低温で見せる特徴的な "くぼみ"がA･F

系のゆらぎだけを取 り入れた理論では説明できないことである｡ 直感的に考えればA･F

的な分子場は平均されてしまうのでSには効いてこないと考えられるがそれは正しいだ

ろうか｡扱うのは今の場合モデル的にTcでSになる電子とTN(<Tc)でスピン波を作

るRE上の4f電子の系と考えられる｡ 両者は交換相互作用 (数百失 )を通じて弱く結

合している｡ 結論から言えばある条件のもとでA･Fによって生ずる周期場は Sに有効

なFermi面を削り取る｡ そして同期場の温度変化を適当に与えた時この減少がHC2にく

ぼみを作る｡ ある条件とはA･Fによって逆格子空間上にできるgap面が電子の Fermi

面にほぼ按するということである｡ このときgap面に近い1電子状態と遠いのとの間の

散乱はなくなる｡ すなわちハミル トニアンは2つに分かれる｡ 周期場が電子スピンに依

存しなければこのようなことはおこらない｡削られる場合は h/EF程度である｡ (kは同

期場の大きさ)今の場合数70となりこれはH｡2のくぼみをよく再現する｡ HC2はTNより

低温でkの増大に応じて次々とT｡より低い仮想的転移温度 Tc′を持つ曲線に "のりうつ

って"いく｡ もしS-A･Fの結合が大きいとある温度範囲で rc′<Tとなり得る｡すな

わちSの破壊がおこる｡ これは 1つの可能性である｡ 按するというのはいくらか特殊な

条件で,そうでないとH｡2にくぼみは生じない｡ ところが,そのような共存系も見つか

っている｡ このようにS-A･F系は条件の違いによっていくつかの異なった様相を示

すと考えられる｡
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